
2008年度 長岡高専中学生科学クラブ
第１回講座 高アミロース米の田植え

2008年5月10日（月） 10:00～12:00 見附市 廣嶋総一さんの田んぼ 10アール

曇りで少し肌寒い日でしたが、長岡高専中学生科学

クラブ1回目の講座として、みんな元気に高アミロー

ス米「新潟79号 こしのめんじまん」の苗を植えまし

た。

参加者は中学生6名、小学生3名、高専生5名、大人

16名の計30名でした。

高アミロース米は、米中のデンプン（アミロースと

アミロペクチンからできている）の中のアミロースが、

毎日食べているご飯の米より多い、新しい米品種です

（田植えに参加していただいた新潟県農業総合研究所の石崎和彦先生が開発しました）。ご飯にしても美味しくな

いけど、米粉にして、メンやパンにすると美味しいと期待されています。今回の田植えは、美味しい米粉を使いた

いブルボンと変わった米を作りたいエコライス、その開発のお手伝いをしている長岡高専が共同で、長岡市の研究

費で行ったものです。秋、今回の米を稲刈りして、米粉を作って米パン、米

うどん、米ラーメン、米スパゲッティ、米ピザなどにして食べてみましょう。

← 新潟79号の開発者

石崎先生

← →

みんなで田植え

← 田んぼとカエルと苗

田植えをしていたら日本農業新聞の記者さんが通りがかり、5月14日（水）の新聞に記事が出ました。


